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被 験 者 群
Nor. LBD RBD
課 Target (130) (130) (空喜:岩)
題 Exclude (1.00) (92il) (空冒:喜)
単位 :% 括弧内は1標準偏差
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4)三沢義一 ･茂木茂八 ･藤EB和弘 ･服部兼敏 『コロ
ンビア知的能力検査手引』日本文化科学社､1982年｡
5)Yamada,M.andFukada,T.,Quantitativeeva-
luationofeyemovementsasjudgedbysightline
displacements.SMPTEJournal,95,pp12301241,
1986.
附記
実験を行なうにあたって､ご協力いただきまし
た笹生俊一 院長､木村格 副院長をはじめとする
国立宮城病院の諸先生方､そして被験者となって
くださった方々に心から御礼申し上げます｡
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